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内外而ともに荒れ力噺し<訓整不明

全局の4/5ほどの破片。内外而ともに流れが進み調蝿不
明舎

底径から1111と判断した。ただL,、器体が亜み、推定底径
は6.1'､画6‘6“・底f稲1cmで|測化。荒れが著しく澗柊不明．

全体に淡い黒褐色に焼き上げられている。内外面ともに
回転横ナデ弓

h自色自由■■画｡~~~■■■■■■■■■甲q■ﾛU戸UUUqUF9勺Ｏｑ

令周の]/3～I/4の破片。器面は流れ、外底面が回転へラ
切り離しであること以外は調整不明亀

内面;よ回転検ナデ、外面は荒れが進み澗整不明

全周のl/4ほどの破片錫内外面ともに荒れが薯し<悶雄
不明。

全周のl/8ほどの破鵬･のため底振はやや不確実。外面'よ
回蛎秋ﾗ･デ。１人1而は非常に.』･寧なナ‘ヂ*.二げ辱外蜘訂の
切り縦しの方法は不明ｃ

全周の1/6ほどの破片<，内外面とも器面の荒れが進み調
雛不1W。

卜l/5ほどの砿ｊｉ.ｇ内外而ともに同祇横ﾅ･天全府〔

全周のl/6ほどの破片。器面の競れが巡み調猫不明。

全刷のl綿抵どの破片のため底径はややｲ《確実。内外面
ともに荒れが進弗、器而の調雌や外底面の切り離し方法

Iま不明。

全局のl/7ほどの歌｣苧。内外餌ともに回鮭横ヅ･デ。

全周の]〃ほと･の破片のため唯荏は不確笑ｃ外面はIuI職

揃ﾅｰテ、脚而は荒れが進み洲確不明。

全周の二/3ほどの破片。内外面ともに回転機ナデ。

全liWの1狸ほどの破片。外而は:雌'稲横ナデ鰯内面は指頭
によるﾉー ヂ調整。

全開の]〃ほどの破片。外而は同i侭機ﾃｰテ.、内面は指頭

に韻ろｰヂ調整。

全周のl/4ほどの破片。内外舵もに回賑溌ナデ。

全局の1澱ほどの破片。内外而ともに猫れが藩L〆<調盤

不明。

小片のためiこ復元底径はやや不確実。内外而ともに'111転

横ナデ。外底面は荒れが進み、切り離し方法は不明。

全周の]/7ほどの破片、内外面ともに荒れが進み削薙不
明。

全liIの】〃ほどの間台部破淵。外而は横ナ
ガキ.代上げ上思われるが、荒れが進み判然

デ。内而はミ

としない。

全周り

全周の2/4～１編の破片。外Iniは回転横ﾉｰヂ。内面ば』.車

駁ナデ仕上げ量
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接合しないが、何．偏体と考えられる破片あり。高台部

砧l辺は横ラデ国内面〈よ･デ･仕上げ。

全周の1忽ほと'の破片。胴部外而～尚台部は横ナデ。内

面は荒れが進弗澗挫不明。

全liWの】犯ほどの破片。内外面ともに荒れが進み調雅不
明

ほほ全周の胴部下半.‘-底部の破片。内外1ｍともに荒れが
進み調盤不明。

全局の]/2ほどの服部~F半～底部の砿,T・嗣部外面ﾊ･高
台部は横ヅデ。外底而+こはlul糖横ナデの痕跡力譲る。内

面は荒れが著しいが、部分的にミガキ痕が残る。

全周の〃5ほどの服部‘:f半～底部の破片。内外面ともに

麓れが進み調雛不明。

全周の]/5ほどの破片。外面は回蛎横ナデ。外庇面と内

面は荒れが進み荊整不明。

今周の]/7ほどの破片。高台部周辺に回転横ﾉ･デの痕跡

を観察できる以外、器面の混れが帯:安く、調蛎不明‘，

全周の1〃ほどの破片。内外而とも;こ龍れが著しく調整

不明･

令周のﾕﾉ2ほどの破片．外面は回蛎横ナデ。内面はミガ
キ仕上げ回

内外IiIiともに器薗の荒れが軒し<説整不明。

外面は回擬横ナデ｡内底面は詣頭による押さえ喪が残る。

全脇のl/4臆どの破片国内外面ともに回戴横ナデ。

鰹部片曾外面は乱雑なケズ．』調挫で、外底而を中心とし

て軸土接合痕が残る。内面はナデ仕脱げｂ

:]禄部胤辺は脂頚によるナデ雷】l緑郁と台部の鵬IMI点付

近はへう状ｒ具で押さえながらナデ

内黒土器。外面は縦ナラ'・内面はミガキ辻..二げ.．
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内黒土器。外面は横ナデ。内面は部分的i畠ミガキ仕_.こげ

の痕跡が観察できるのみ。

内黒土器。外面は画転横ー ヂ‘,内面はミガキ調捲。

４１斜

３７１０ ６

内鶏上器6全周の1“どの破片｡外而は荒れが進み調
終不明篭内雷はミガキ仕上1％

内黒上器。全周の3/1強の破片。外而は111転槻ナデ。内
面はミガキ仕上げ。

内紳織｡全周の''５膝どの繊片｡外耐ば篇れが耀織調｜整不I肌内面はミガキ調整。

内黒土器．外面は回転横･デ。内Ijiiはミガキ壮.､鍔であ

るが、内底面はかなり乱雑なミガキ。

内黒土農｡胴部.､高台部は阿転横ﾅデ｡内而は輝調盤
不明。

内撫-'二器。胴部1,.,|堂は回転を利jIIしてへラ状冨共をナデ

つけ。上半は回転横ナデ。内向はミガキ。
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刃部の火部分と柄の端部が火炎する｡残存唾429」

鋳と鰯を欠災す鳥｡蕊縛璽雌"‘●鰯の先淵稲付近の破片d残存垂哉6.19｡…鉄釘.の先 恩付近の破片。残存

全胤のl/雌

全間のl/砿
1Al外而ともに同転横ナデ。

I]緑部の小片｡内外面と戦鑑罰諏懲繭嫁廊……~｜
内外而ともに流れが進むが､遡転横ナデの$11能性が高い。
器休の償きはやや不確実。

内外面ともに荒れが進むが､同転撒ナデの可能性が高い。

内外而ともに同娠談ナデ。‐一………~~………ｉ
内外而ともに同栃識ナデ･

全周の1必ほどの破片。内而はナデ仕.11げ。

全周のl/6ほどの破片蕊内外函ともに粥れが進み調藍不

明。

全M1のl/8ほどの破片。外面は荒れが進む。内面は何転

横ﾅ･デ。

内外面とも臆荒れが進み調整不明。

含周のﾕ/6ほどの破片.扇部内外前は回蛎横ナデ。

に同転横ナー

片。内外面

lま回転横ナデ。

はＭ転横ｰテ｡

が進み調 明。

内外面ともに回転横ナデ。

全周の4局ほどの高台部～底部の破片。内外面ともi二荒

れがj隆み調終不明。

内1割はｰヂ仕上げ、外而は回幡桃ナデ。

全周の1/3ほどの破片。器体がやや歪み、復元底徒は8.5
～９噸と・定しない。

内黒土器。全周のl/5ほどの破片。断面三町形の商台を

もつ。荷台先端は小さな面ができてい為。

|須恵賛。

須恵質。

蓋の摘み部片。内外面ともに荒れが進み調砿不明．

廉賊が進むが、内外面とも回転横ナデが施されているこ

とを確認できた。

内外閲ともに回転横ブデ。

内外而ともに回転横ﾂｰヂ。

内外面よもに回蛎横ｰテ。

赤焼き須恵器。内外面ともに荒れが著しく、調整不明。

内外面ともに回娠談ナデ。

内外面ともに同転描ナデ、外底面は回転へラケズリの痕
跡が残る。全周の1ﾉ3～1忽の破片。

外面には指頭圧疲が全耐二残る｡内,mは幅のへﾗ:i近具
でケズリに近い強いぅー テ調瀧を施す。

小片･のため:]径はやや不確実。

外面は摩滅が薪Ｌ<澗整不明。内面は回転検ナデの後に

不定方向のゾデ。

器体の傾きは不確実。外而には拠贈文のタタキLl，内閲
には同心円文の当て呉痕が残る｡

内外面ともに横ナデ。

内外卿ともに槻ぅー テ。

一一……一１内外而ともに横ナデ。

坪部外而Iまへラ状エ具によるナデ。他はJ･寧な横ヅデ。

頚部の付け摸に粘潮上紐を貼り付けて、指馴で抑:戦すよ
う漣、横促の大きめの刻iiを施す。

臓澱……ｼた鱗劉嘘つく愚｡鱒外爾
r'径は小片のだ謎やや不確実｡内赫どもに樹ﾁ莞~’
内外面ともに横ナデ。

1-1総端部をごくわずか侭欠く。

鱗ぁ鯉鱒競霞綱開鯉潔罵る’

内外面ともに同転描ナデ、外底面は回転へラケズリの痕
跡が残る。全周の1ﾉ3～1忽の破片。

外面には指頭圧疲が全耐二残る｡内,mは幅のへﾗ:i近具
でケズリに近い強いナデ調瀧を施す。

小片･のため:]径はやや不確実。

外面は摩滅が薪Ｌ<澗整不明。内面は回転検ナデの後に

不定方向のゾデ。

器体の傾きは不確実。外而には拠贈文のタタキLl，内閲
には同心円文の当て呉痕が残る｡

内外面ともに横ナデ。

内外卿ともに槻ぅー テ。

内外而ともに横ナデ。

坪部外而Iまへラ状エ具によるナデ。他はJ･寧な横ヅデ。

頚部の付け摸に粘潮上紐を貼り付けて、指馴で押し讃すよ
う温横怪の大きめの刻iiを施す。

臓澱……ｼた鱗劉嘘つく愚｡鱒外爾
r'径は小片のだ謎やや不確実｡内赫どもに樹ﾁ莞~’
内外面ともに横ナデ。
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不良

鉢または

壷
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鉢または
,稚

蝿

兜

艶

斑

艶

壷
Ⅲ
蕊

認
‐
壷

酉

蕎而が荒れ澗雛は不明。内面はへう状.ロー具による強いナ

デ⑥

外而は器而は踊れて調整不明。内面は時甘:･回りIニヘラ状

工具によるｰテを施サ。

外面はナデ、内面はへう状と.膝えられ為工具でナデ削整

を施・ｳー。

器而が荒れ調整不明圏内面には指頭によるlE痕が残る。

外面は縦方IilJのへラ状：具I;二よるナデ上げｂミガキという

ほど光沢は唯い･内面は内底面から折蝋で錐<ナデ上げる。

わずかに上げ底の平底。外面は.』･寧なナデ。内面は荒れ
が著しく調誰不明含

外面～外底面は桃ナ夷内喋而は指頭によ〕るオサエの後

にナデ。

外面億脚台付近を謂頭で抑きえた後にへう状.:具でﾂ･デ
･邑げ為。内而は措頭によるナデ｡

外面は荒れが進み調糖不明知外底面は指頭によるナデ

内面も術頭による時耐回りの･デ調整。

外面～外底面は謂頭によるオサ其の後に横･デ代1名げ

部分的に桁頭痕が残る。

器畦の芯部ﾊ‘内而は黒空:=たまま

．'縁部周辺は横ナデ”ＩI縁の屈曲部に粘ﾆﾋ紐を貼り付け

て爪で押:鐸flitすように刻EIを施す“

外面はナデ、内面は横方向のナデ。

別部外面は縦方向の板あるいはへラ状.'･共によるナデ。

内面ﾘﾆは縦方向の擦過洪が残る。ｊ姉'1は横ナデ。底部か
ら削祁への空換祁には指蝋摸が残愚。

外

．'縁

て爪

内外面ともに回蛎俄･ﾅｰヂ圏

内外而ともに回転識ぅｰテ。外底而は荒れが著しく、調堕

内而は阿転横ナデ。外而は荒れが進み綱整不明。

間台Ⅲき坪の蓋。内外面ともに回転横ナデ。

器休の侭きは不確実。塊きはあまく、瓦質に近い晩き上

がり。内外面とも仁Iul娠縦ナデ‘＞

同外l罰畠もに回転横ナデ。

:剛外而ともに同祇横ナデ。

内外l師とも器表面が荒れ、澗誰不明。脈白色の焼き:ﾆが
り｡

胴部との接合iiiで剥離。内外面ともに兇れが進み、調桜

不明。

内外面ともに棚

大型,、。全休のI/3ほどの破片、

高台ｲJ･きの壷ｃ

外而は同雌横ブデニ

内外Ihiともに回娠織ナ‘デであるが、天井部外面はへう状

･I:具でナデ洲盤する。

内外面ともに回転縦ナデ、底部付近は回転へラケズリ．

内外面ともに横ｰヂ。

.】禄部内外面は横･ﾉｰヂ。胴部外面は刷毛:;調薙の後にナ

デ。内面は揃頭で弧<乱雑に横ナデ‘

1-1緑端面内側に小嘗な面取りが施ぎれろ愚内面は横ナデ、
外而は荒れが箸:〆<調整不明罰

l｣詠鋪面内側に小さな面取りが施されるゅ器休に歪みが

あり、破片は大きｖ,が、径は不確実。内外面ともに横ﾅ・
デ、：]緑屈曲部には部分的に指頭痕が残る。

内外而ともに横ナデ。

内外而とも}こ検す.デ。
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外面は荒れが著しく､調整は不明。口縁部周辺は横ナデ。

頚部内而は指頭によるナデで､粘土接合痕が観察できる。
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Ｊ１縁部一議部は内外面ともに横･流胴部外面は縦方向
のミガキ、内面はナデ。

服部外而の.ド半は縦方向、中位は横方向のミガキを時計

同りに施す。１４１面ばF･半をへう状：典でナデ、上方に行
くほど雑+こなる。中位は刷毛Ⅱ荊整の後腫ブデ仕上げ。
刷毛コは部分的にし力殿っていない。
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内外

内外

内外

iｽ柳
内外而ともに横ナデ１

外面は機ﾅ･デ、内而‘

Iiiiとも

ともＩ こ談ｰﾗ

内タ

外面

れを

内外
が棚

外而

へラ

小片のため口径は不確実。内外面ともに轍ナデ。

内外1節ともに横ナデ｡‐

内外面ともに荒れが進み澗整不明。

外面は、胴部中位以'2を縦方向のナデ訓整Ｌ、下半ば髄

方向のミガキで仕上iヂる。内面は指頭によるナデ調整．
粘i二板の接合部分に指頭痕が術状に残る。

肌棉の内外而はうデ、画縁部周辺は椎ナデ。

内外而ともに横ﾂー ヂ。

内外而ともに横ー ヂ。

内外1節ともに荒れが進むが､部分的に横ナデ調粧の頚跡
が砿認でき愚。

撤定I『徒18～23cm･器体の亜みが入きi,､ためか。両縁部

は横ナデ。服部の内外面はJ､準なぅ･デ仕既吟,。

外面は荒れが著しい。

内外面ともに回転識ナデ。外底面は切り離しの後にナデ
仕上げを施すため、切り離し方法は不明．

服部の外而には幅2‘5.,.3ｍの縦方向のミガキ痕が残る。
外帳面はナデ剥離。内面ほ、内底面に指頭による強いナ
デを加えた後に、その･I方に時計回り;字ケズリを施す。

平底。外面は非常;是丁寧家ナデ。ミガキに近い。内而は

ナデ．

わずかに上げ底｡外而はミガキ､内面は乱雑なケズリ調整。

胴部外雷は縦方向の板あるいはへラ状.-:具によるナデ･
脚台状の曝部側面には指頭摸が残る。内底面と外底面に
は掃馴摸と赫土接合摸が残る。

坪部は:､単なうデ。内面は[I縁部に横ナデ、坪部には説
雑駁ミガキ調整が姥されあ。

内外面にミカキをを臆し、口織部付近と坪部の壌界部を
識ナデ調路。

外面はナデ調捜であるが、Ｆ半部は内外とも柚ﾅｰテ。内
面Iこは指頭によるー ヂ。

砂雛混じりの砂賀ｼﾙﾄが魅けかたまった塊｡１１器体の傾きは小片のため祁碓実。器体の傾き

内外而ともに回転横ナデ。
-口‐■耳■耳Ｕ耳吟ｇＵＯｐＤＵ●ｇ■韓ﾛq谷■■幽幽自凸凸自山一凸“■■自一■~■■■■■■■■■■_■■耳ＵＵ●勺■砲■q

内外雨とも:こ龍れが狸み認蕊は不明である。

１１縁端部を'亀~Fに拡張し、４条の沈練状の凹離文をユ条
ずつ巡らす。

椛定口径20.,.20.5Em･全体に器表面の荒れが進む。胴部
外面には部分的Kこミガキ調穂痕が残る。

外雨とも

内外而とも

外而は横方向のミガキ。内醐はへう状Ｔ具で.I･し方に向け
電ナデ上げ．ヘラ状Ⅱ二具の痕跡が残為。

外面はミガキ、内面は乱雑な指頭によるナデ調整謡底部
側而はミガキの後に横ナデを施す．

デ。

横ナデ。胴部内：

‘ナデ調整後に、

嘩紳して施す。

外面'よナデ調整｡ただし、
１１縁部近くに逆時計回り

内外而ともに同議横ナデ。

全体の]/3ほどの破片。内外而ともに回転横ナデ。

内外面ともに回転横ナデ。
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粘土接合面で剥離している｡内外面ともに荒れが著しく、

調整不明。
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内外而ともに摩滅が著しく、調整不明‘
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は荒れが進み調整不明。底部の
蝋化肘が残るＥ
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器壁の．部腫は暗灰色の
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高台部周辺の全局の1/5強の破片・内外而ともiこ荒れが

進み澗樵不明。
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商期

胴部外曲は斜め方向のｰテ。高台部・外底而・内而はIu】
転横ナデ。

全面味城が進むが、部分的に回聴横ナデの棋跡を観察で
きる。

推定11掻20c1Il前後｡胴部外面は部分的に器面がiWfく剥離悪
内外面＆もに枇ず･デ。

径はやや不確実。天井部外面は回娠へラケズ:ﾉと考えら

れあが、巌滅力噌:"<詳細は不明。内面は回雌横ｰヂ。

天井部外而は["|輯へラケズリ”内1mは回娠横少デである
が、その後に部分的に指頭押さえを施す.。
凸凸一凸■自由画ﾛｰﾛﾛ単一■■■~■~■~■■■■■-■-■-画一UーUロー･･一・?－UV戸F甲UP■卯

;｣緑端而は確滅。外面は妃れが若し<訓躯不明。内I前f馬
《よ｢1が粗恥刷毛Ⅲ調盤が地される。

1JL1外面ともに回転.慣ナデで微;zげられるが、頚部F半に

は,厨『条線のタタキI]が部分的に残乃。朋部内而には同

心円文の当て具痕が残る。

鰯嘩無難礎デ恥;…:ノミ…
内外而とも横ナデ訓稚”

内外而とも.縦ナデ洲薙。胴部外血部分茜は櫛術に近い強

if捌篭が残やP器惟の傾きはもう少Ｉそ傾くか?…～
内外而とも,横ナデ洲聴嘩器雌の芯部に堀<黒化肘が残る。

~く：字形11緑。lA1外而とも械ナデ鴎

剛腰撫鵬聯総，耐に嘘｜
捕郁砿Ⅱ･･外而は平行条縦のタタキ可の玉にカキメが残
あ。内而には同心刃文の当て具痕が残る割

丸底．外1ｍは、Ｗｆ条線のタタキ11が交差。内面はﾂｰヂ
世.Fげであるが、部分的に同心円文の当て具換がわずか

に残

､2-師質＄器面は摩滅が馨しい賜凹価側に布凹摸跡がわ･ず

かに残る。
3５

内外面ともに鬼れが進むが、部分的に横･デ調薬痕が限
察できあ。

器面が荒れているために調終不明｡頚部内外面は横ｰテ。

内而はナデ糊雄。

卿外而ともに横･デ。

内外面ともに横ｰテ。

内外面ともに横ナデ画

小片のために、器体の傾きは不確実ｃ訓整は器面の荒れ
が進み不明｡

説盤は不明目

内外面ともに器而の荒れ力雷し<測整は不明。

内外而とも(こ流オ

が部分的にみらオ

平底ｅ幻外面ともに荒f‘Lが著しいが、内l前には強い桁頭

痕跡が残存。

味部内外面はミガキ。，I禄部周辺は横ナデ爵

§ず著しいが、内底而と外底而に指頭狼

るロ

liU刃鴎刃こぼれが間立つ．愈賦32Ｈ

胃Ｉｚな鴎.岩の半裁資料。残存遮胤66‘59,』

亥而には指頭鵬痕が全面龍残る鰻
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形状・器面調難・諾上・焼成などの特徹

全胤のl/6ほどの高台部則辺の破片。間合部周辺は欲ナ

デ。内lnjばT~寧な･ﾉー ヂ仕上１発内面はミガキ仕上げ。

11織部側辺は横ナデ。朋離外面は縦方向の扱き上げるよ

う熊へラ状:I:具によるナデ。内面には部分的に貝鼓条痕
が残るが、仕上げはナデ調桜禽

未成品。風化が進み、巡存状態は悪い。未、

｛よ識ナ

げ。

閣部外而
す。内而

を施し、

畷ｉｆを貼り付け､爪を刺突して

暢面の荒れのため澗整は示明。

ナデを麓した後、屈曲部に諭１
ｵ･サニした後、１．部に欲方向、

刻鵬lを臆す:I縁部直Ｆに突幣を貼り付け､爪を漁
内外面ともに器面の荒れのため澗整

器而の荒れが著しいが、調瀧は内外而ともに横ナデと考
えられる。その諾果、ｉ]緑端部にはナデによる凹織状の
沈線が見られる。

花尚岩の棒状の円離を利用。
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内外面ともに回転横ナテを施す。

外而は器面の荒れのため調徳小馴だが、内面は横.デを

施す。

平底の庶部である。外面は榎状一苫共による談ナデ、内而

は横方向の指ぅｰヂの後、円筒状のＴ其;こよる描ナデ｡

内外面ともに回転ナデを臆す。小片のため傾きは不確実

である。

繍噛蛎森撫鴬W購う燕｜
わずかにくびれる-.2げ庇の臓部。外面に裟方向のミガキ

換を施す。内面・底部は折オザニによって調整。指頭圧
浪が残る。

平底の底部。内外面ともに検方向の指うデを施す。．､部
に黒斑が生じる。

受けn状の､緑稲を呈すぉ蕊｡外而職諭ﾅ夷~雨醗
方向の柵ナデを施す。

１１縁端部を上方に摘み出すように横ナデを肱す。その緒

果、端而がわずかに凹む。調整は内外而ともに識ナデで
ある亀

I]緑部外而に３条の浅い凹線文を巡らし、その下部に柾

目の板材の小靭による刺突文を施す．。内面はミガキ、外
面はナデによって調蛙する。

蛎瀧慰蝋瞬懸農撚懲｜
間|･回i〕に施す。内而謂裟は、雨部に横～斜方向のミガキ
を反時計回りiこ施し、頚部に識ナデを施す。頚部と服部
の塊には絞り痕が残る。

外面には胴部に縦方向のミガキを施した後、底部に斜方
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外面澗鮭は讐向の荒れのため不明だが、脳'III部'二.わずか

に横ﾅデが見られる｡内面調機は縦方向の刷毛､の後､
上部に横ナデを施す。

内外蔵で膜怖''異瀧る総力側の刷毛闇の後･耐耐熱を縦｜ナデする唾，

lﾉJ外面ともに胴部は縦方向の刷毛Ⅲをナデ消す。屈曲部
は横ナデである。

外面に縦方向の板ナデ、内面に縦方向の刷毛'二i詞整を施

す。

瀧穂は器而の鬼れのため不明である。

外礁i調整腫職ﾂデである｡内…';謎撒ヂﾐ蓬後１．F部にへう状二五:具による横ナデを施す。

………‐一－－－－｜内外而ともに横ナデを施す。

内外面ｋもに胴部は識方Ii1]の刷毛Ⅱ調猫を施・す．。１１縁部
内面は菰ナデを施す。

外面調確は横ﾅデの後､縦方向のﾐ方ｷを施す．‘,内面調
按怯横ナデである。

|外面糊整は荒れのため不明だが､内而は横ヅデを雄す。

|内外而ともに横ﾅデを施す。

#職撫繊藤瀧今繍蕊
|鵬撫穂職デ……鴨。
Ｉ:I織部は内外雨ともに談方向の指ナデを施す。蝋而は横
ナデによって面取り。屈曲部内面には指頭肥棋が残る。

外面調整は荒れのため不明。内面は、幅広縦方向の刷毛

Ｈ調裟の後、底M1を人差!,猶～薬譜を使って横方向に押

苔えつけるふうなナデを施う。内底而の‐部に、内面誤蔑
Iこ伴う樵状I:具が器面を削るぷうに当たった痕跡が残る。

外面は板状Ｌ具で押きえた後、縦方向のミガキを施す。
内面は猫れのため調整不明。

外面は斜方向のミガキを施し、唾郁付近;こ指頭圧摸が残

る。内面澗整は縦方向のヘラケズリ。

外面に縦方Iil｣のミガキ､内面に縦方向の刷毛fl調盤を施
す全

外面に横方向の掴ナデを施し､内面;是は指頭圧痕が残る｡’
外跡呂縦方向のミガキを施した後、．'ず都を横ナデする。

内面臆横･デを施し、内底面には指頭圧痕が残為。

外面は縦方向のミガキの按、槻ｰヂを施し、底部縁辺;『
棒状.:共が当たった棋跡が児られあ｡内面は横方向の刷

毛i1iWi雛の後、板ナデを施す。

平鹿の底部。外面は縦方lajのミガキの後、．』『部に横ー ヂ
を施1ハ内面は縦方向のナデである。

|驚鰐雛鱗瀧了した鶴縦方厨のﾐ〃
|撫鶴鱗総駕鰯鱗綴
る。内底iIiには桁方．.'ナエを施す。

内底而は剥落うみ。内面に栽猫、外面に人差し脂から薬
折を当てて、摘むように押嘗えた後、外而を横方向にﾂ・
デて仕・皇げる。外底面は枇ﾗｰヂ。

扇平な砂岩円喋の側緑に研磨災が残る

表而はＪ寧なナデ仕上げ。

砂岩の円磁の・・面を砥面として利川。

{ま3912ｇｏ

内外而ともに横ナデを施す。胎七は梢艮である。

内外而ともに横ﾂー ヂを施ず。

１１縁部は横ﾅデ､外面は荒れているが指頭脹痕が残り、
内面は縦方向のミガキを施す。

内外面ともに横ナデを臆す。ｌ

’噸は蕊れが進むがﾅ…ずか?外耐ば職ﾅデを鯖’す.。

測整は器面の荒れのため不明であるが、わずかに縦ナデ

が観察できる。小片のため傾きは不確実である。

調整は判維とＬないが、内外面ともに職ﾂ･デと考えられ
ろ。

内外面ともに我ナデを施す。唾部切り離し技法は不明。

外面は部分的に指頭圧痕が残る。内面はミガキが部分的
に残る。

外lni澗雅は談方向のミガキで､庇部付近を指で押さえる。

内而鯛鞭は善面の荒れのため不明だが、何らかのエ具が
当たった痕跡が残る。内底而には指頭鵬痕が残る。
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１１蒜端部を跳ね皇げふように横ナ‘デを施し、端而に２条

の浅い凹線文を施す。内外面ともに胴部を縦方向の刷毛
Eiで調整した後、１１１１曲部に横ナデを施す。
■■■■■■■単PDU甲⑤ＵＷ印ＵｍＰＭ●b■“■凸“凸自色自山一自由画-■■■■■_■-..-.■守守･■■■■■■■■■ﾛ

小片のため傾きは不確実。「I織部が！<Ｊ字形に屈lIlIす
ぉ蕊と考えた蜜側繰部に横ナデを施し、その緒采、、縁
端部はわずかに:凶:む。

B■Ｕｑ■Ｗ９も卯●、００●ＭＧＱＱｂｂＡｄ■■~~■■■■■■■■UUp印Ｆ甲一ＵＷＱＵＵ■･ＵＯｑ●ＤＭ●■QQQ●凸■■■色色■■d

ll緑端部を.iz方に摘み出･ように横ナデすあ｡その持果、
端ldiは凹縫状の!'I1みが見られる．；1緑部は内外面ともに
横ナデを施す。
自由画自酌■■■■■■■■-町■U甲U●Ｕ”●ＯＵｑＷｑｅＯＱＱａ４Ａｄ色凸凸｡■■■--■

､!E庇の厳部。外而は縦ナデの後､斜・方向のミガキを施す。
内面は刷毛、調整である含
q■■●q印甲?■■０｡､■●■■け●帖一自圃自由■ﾛ■~~■■~■■■-■酌UUq甲一VUU勺甲U”UU9gOUq●も■d心aAd母山｡■h■q

:I:具を用いた回11”デによって底部を成形した後、外面
を縦ナデ:軍ている。内面は同転ず･デ。

外面澗雅は横ナデを施し、内而調獅土暗文風のミガキが
わずかに見える。磯部は回転糸切り離しの鴨１．寧なナ
デを施す。

外而はタタキ詞終．内面は、左上がりの斜方向にへう状
I具を索早く肋かＬて調艦した後、右!zがり:こ調整し、
部分的に細密条牒力混られる。艇後に、上半を.1.単に横
ナデする。

“ぬh自由■h■■~■■■~■■■■■■■■■■口専qF

I.l緑端郁竃摘み出す.Kうに横ゾ'デを施す-。その結果、端
面がわずかに凹む。外箭はタタキの後、縦方向の刷毛１１

識粧を施す．内面は;I緑部に横ナデ、期部に強い横方向
の仮ナデを脳す。

jiWl1i,部内面に段状の沈線が巡る。胴部外面に縦方向の刷
毛Ｈ、屈曲郡I;:横ナデを施す。内而は縦ヅデを施す-。

部。外而は縦ナ
毛、調整である

胴部外1節を槻・縦方向のヘラミガキ;こよって調糖:〆、屈

iMi郁に強い槻･デを施す．。内面はへう状.[具による横ナ
デの後、粘;.二が帖<前に針紫樹材のエ具で燕き上げるた
め、細密条識が残る。

11緑端部を枝ナデ《こよっ．ご_'Zドiこわずかに拡張し、端霞
:､名浅い２条の凹縦文を脳す。頚部には断而竜角形の突術

を貼りfjけ、記、右の順に２個】単位の刻Ｒを四方に腿

す。刻:.は、刷毛目陛具をナデつけた瀧、下.､l§を脂頭で

な『方向に学･デて施文する。調繋は内外而空もに横･デ
を施し，指頭圧痕が残為･

;]緑端而に浅い２条の凹線文を姉サ‘,外面調菟は服部に
縦方向の板ナデを施した後、ｒｌ縁部を横ナデしても､る。
内而はjJ緯部に横ぅデを施し､嗣部に談方向のｹズﾂを
施すｃ破断而には黒化屑が厚く残り、：I禄部の２～３ヶ
所に焼成時破裂拠がj&られる亀

平底の蝋部。内外而ともに槻ー ヂを施-ｹ。僻:と内面は指
先もしくは棒状のl:孔による職い縦ナデである‘,外底面
に熟斑が生賜る。

平唾の庇部。服部外而に縦方向の細密条継の残あ板ﾅ･デ

の鱗､ヘラナデを施し、雌後に駁部fl近審機ナデ仕上げる

刈而は器ifiの荒れが耕しいが指航離換が残り、３本の州
を揃えてナデ上げてｖ,ることがわかる。外底而に初脹痕

が残る国

外而は平桁タタキの後、カキメを施す心内而は同心２画.文

の当て貝痕が残為。
4577

耐平な花尚岩の:皇]際を利用。ｋ面と側縁の部に敵ｷ『痕

が残る愈斌fitl‘5562。

やや馬平な砂岩の:1藤を利用。側禄も離打摸が残る。垂

凧1059”

4439

4440

2７

2７

表而

残る

は内外而ともに端れるが、内面には明瞭な指頭痕が
,

端部は丸くおさめろ。内外而ともにIⅡ｣幡談ナデ。

歪みがあり｣又転復比不能。内外1,1#2もi畠回蛎撚ｰヂ。

外而はカキメ。ｉ"11mは回娠横ゾデ。ｊ,了部と服部との境付
近は色調が異なり、娩成時に蕊がのっていたと推定され

るり

外向'よ回転検う･デ。朋部Ij1禄のみ板状.l:凡を剛いた阿転

ナデを施す函内面回転横･デ。

外面絡・子タタキの後、カキメ訓整。内曲|鼻l心:旨』文当て．具

拠が残る‐

外面格子タタキ幻後、カキメ討整。内l前回娠横ナデ。
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中央部が使用によりすり減る｡端部は蔽打痕が見られる。

砂岩製。全長6L5un，噸4Ｊ7ｍ，厚き４ｍ、薫既I49L4go

端部以外は欠狽する。蛾部は蔽打痕が多数見られるｃ砂

粁製圃我存長3.8cm，鯛71cm，厚き5.1噸、残存重雄136.49
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|峰'雛碓撒無.…….……………………
頚部の付け根には突帯を施す＊外而は横ナデ･

外面ir-断而盟角形の突梢を２条施す。

内外面ともに表而は荒れて調猫不明．
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頚部と豚間'1の塊には強い横ー ヂを施し､凹線状を呈する。

外表面は荒れる．内IAiは縦方向にケズリ・刷毛副調整。
１．部に指頭浜が残る尋

平底。内外面ともＩこ表面の･･部が剥落する。

内外面ともに繊ナデ。

内外餌ともに槻ﾗｰﾃﾞ
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|JW外面ともに刷毛『l細雅。内而には指頭媒が残る。

内外面生もトニナデを施す。

外liiは横ナデ

外面はナデ。

:I縁端部は耐

れにより、閥

外而には棚狭

整。

内而には板状

外閲は横ナデ

讃郁は検ナデ
は嘘減。

髄ナデ。内而には指頭痕が残る。

ナデ。内面には板状.工具の押し当て摸が残る。
－－ローＵ甲④Ｕ甲９㈲卯⑤"ＵＯもＭけＤＭ⑪■凸吋凸凸■h“■h■■｡■■■■■■■■■■■■＝ＵＵ■ＵＵＵ。ＵＵ－ｑ

部は面取!)洲碓を施す。外而は識ナデ、１ﾉ9面は荒

こより、閥艦不明。

耐には棚挟の凹線文を４条巡らせる。内而は識ナデ調

而には板状工具の押し当て痕が残る。

Qiは横ナデ。内面はナデ。

Ｍ１は検ナデ、胴部は縦方向に刷毛Ｍ澗整を施す。内面

内外画ともに談ナデョ

外面はﾒー ヂ制整回内面には;〆【

内外面とも;是荒れにより、鯛』

外面上半部には：ノ.:字状文:’
施した抜、談ナデを施す。

内外面ともにナデ鶴

痕が残る。

明｡

ぎれる。刷毛Ⅱ詞整を

外
・
内
．
．

内外而ともにナテも 31祁

外面は刷毛ｕ調整．端部近くは横ﾉｰヂ。内面は斜めおよ

[j§横方向に刷毛11調粧。

突帯には布の‘:ちから指頭により刻み目を施う。タ師はナ
デ。内l訂は横ナデも

外面には拍頭笈と板状._：兵による抑圧摸が残る｡内而に

は柑頭痕が残る｡唯部外Iniはナデおよびケズリを施す。

内外而ともに柚す．完

内外面ともに棚ナデ。

蝋部は而取り調艦．内外面ともにナデ。

内外而ともに横ナデ《，

平底。内外而ともに荒れ《こより、調雌不明。

｢綾方向にヘラミガキが施され

ナデ、胴部にクズ￥が施され、

､ラミガキ。内而はケズリが施される。

Lにより、測整不明。

胴部外而は検ナデおよび

為。内而は、；I録部に欲

指頭痕が残る圏

外前ば縦方向iニヘラミカ：
iﾂ鋪f『蕊罵荒れにょＶ，
内外面ともに縦ナデ。

表而は踊れ､調桜不明｡‐

内外面ともに微ブｰ完

内外面ともに讃ナデ。

外面はナデ。内面は_:２Ｆ方向の擦過痕が残る。

内外而とも;こﾂー ヂ劃
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_Ｌ'､､に拡鰻した端面に波板状の凹線文を３条施す。

|上下にわずかに拡張する。内外面ともに横ナデ。

蕊瀞デ…デ｡内而ぽ刷毛両調整…デ
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'戦鰯蝋騨馴瀧鯛;簿郷腫わ

内面は桃ﾅ･デ。

淵部は丸く窪ある。内外面ともに横ﾅデ。
---‐---‐----．

内外面どもに荒ｵi,iこより､調整不明。
外而はナデ。lAl而は猫方向に刷毛目調紫胸
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!_|緑端部は上方に摘み.'茜げる｡内外而糟.とも菰ナデ｡

内外而ともに横うデ。

外而は秋ｰテ。内面は摩滅により、調整不明。
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裡合:1緑壷。全休に表面の荒れ力講しい･頚郁内蔵に'よ
指頭痕がわずかに残る。

全休に表1mは荒れ詞藍が不明だが、外面の・雛には刷毛

、調嫉が見られる。

外面はナデ。内閲はｹズﾘ。

外面は摩滅する。内面はケズリ。唾部全面に黒斑あり。

胴部外面は刷毛目調整が施きれる。脚部外Iiilおよび内面

脚端節外面は横ナデ。内面は４

人形。外而はヅ･デ。内面にはＩ

為。朋部はI:'空。残存長雨皿

リ。

の押:醇当て痕が見られ

砂瑞の棒状磯を他用。’三部を欠仙。端部に雛打痕が見ら

れる｡残存長]25cm,輪7.1ｃｍ,厚き42cm｡残存重埜弱鴻座･

上部､F部を欠損する｡堆祇岩製｡残存長4cm､鯨“c､、
厚き6.3cIn･残存重批205.1鹿。

緑色片惜。残存長６３cm，幅4.1cm，厚さ0.9,．残存戒気
39,5RId

全面竃便川面とする｡砂岩塊を利用｡残存長臥6,,噸３
C画、１１繕２cm･残存亜激５５５９･

下端部が使用面として用いられる｡地稚岩製。残存差５２
cIu，鯛6,3cm，厚さ2,3cm･残存亜最二12‘'９．

残存長４cm､幅49cm,厚き''2cmの圃平な円塗状を呈する。

ド半部を欠狽。砂岩製。残存重細OL5g･

堆祇将製。残導艮哩CIn，雁大幅31ZCIn，厚き009cm・残存

砿jIt56go

砂料の喋使川。.-部欠損。側而には鼓打痕が見られる。

砂岩製。全長89cm,幅64cm,厚き45Ems残存垂壮320.39。

３２５５

３２５６

３２８１

3312

3433

３４２２

３４２４

３４２３

３４２９

1３０
１３０

３０

３０１

９
雪
９
》
９

３
‐
３
・
３

3９

3９

3９

図版46.⑮

1111.sD､650

IIISD650･図版

４６⑯。

例臓６⑬

旧ＳＤ侭0．図版

46.⑲。

図版46.⑰

ＳI)･650．図版”

①

②

図版‘18.⑫

間版48-⑩

図版48-⑪

SI)・650R，図版50.

②。

3206

3205

3207

３２０８

３１０２

2９

３１０６

３１０７

3105

再勺甲西甲ＰＵＵＵや■

3101

３IOkL

３１５７

３１０３

３１５０

3151

3154

２９

２９

２９

釣
．
．
”
》
鉛

2９

劉
畢
鋤

９

図版45.⑫



８ 3１

237

2８

コンテ

3417

SD-601

３
網

８

４

５ SD-602

H１ 罰ﾛ咽6卿ら

Ｉ
3０１０ 3０

２
3０

3065 3０

306］

師

Ｂ区

3１

｡
剛

Ｂ|園

1２

3012

Ｂ区

鉢

DH-39区

DH-391園 3０

艶

灘

師Ｈｇ

凸'

3060

SD-603

５

'1６

３

3１

Ｂ区

3１

巻末表２

1７

１０ 3１

1１

3006 3１

Ｂ区

外而は回転へラケズリ内而は回転横ナデ。ロクロの回転
方向は反時計周り。

3Ｉ

外而は回転へラケズリ。内面は回転横ナデ。ロクロの方
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庶減により、外面謝整不明。内面には指頭痕が残る。
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|瀬部外面はナデ。内面は雄減で不明。

外面は火を受け､赤みを帯びるｃ荒れに生り、調整不明。

外面はナデ。１１緑F､端部がわずかに肥厚･すみ。

…．一一一１
１綴繊維総鯉:…一一
外面は刷毛同制整｡内面は板状1号具を用いたケズリ調雛。

外面は火を受けて赤みを糖びる。外面には粘土の貼り付

|懸馳撫謡＃呼寧戴蕊塗-｜
外面は荒れ、調披不明。黙斑が見られる。内面はナデ。

内面はl里|転柵ﾂー テ。底部にはへう切り離し摸が残る。

|外面は回転へラケズリ｡内面は回幅描ﾅデ｡内面中央に
は不定方l叩ﾆﾅデが鰭誕る｡瞳ｸﾛの方向は反時計回り。
外而は回転へラケズリ、内面は回鞭横ﾂ･デ。ロク詞の方

向は反時計回り。

外面はIuI転ヘラケズリ。内而睦回嘘ｵー デｑ
内面及び'1緑部外面は回転職ナデ。肩部外面はカキメが

施言れる。

|外面侭裕子ｸｸ滞綱磯｡内両臓指蝋摸力戦る。’
lAl外面ともに荒れにより謂雛不明。

内外而とも;こ荒れにより謂蛙不明。

内外1節ともに荒れが薯しいが、刷毛目調整がわずかに見

られる。

．州外面ともに荒れ;こより鯛蛙不明。

内外面ともに回転被ナデｄ外面下部は凹転へラケズリ。

外面は鞭および斜め方向に刷毛目澗脇。内面は荒れ髄よ

り、調盤不明。

外而城、i属へラケズリ。内而は回転横ナデ。外而には粘
土塊が付蒲する。

譲爾…に麓繍…調箪…不卿。１
内外面ともに刷毛目調整。閥整:I』具疲の形状などから|xI

M85と同一偲休の可能謎がある。
内外面ともに刷毛目遡塗狸鐘よび雁郎に{ま鵠斑あり6１
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|人1外面ともにﾅデ｡1ｺ緑部内而ド半は揃方Iijlの刷毛Ⅱ洲

畦。図153-4と何.‘個体の可能性あり。
hQb■■館巴｡■■■■■■-F■甲q_再卯＝U配U■凸｡■“■自由■自由占凸自凸ＬＭ■■■■■■

小破片のため径はｲ明｡内ikiは縦方向にナデ､１１緑端部
は撤方l可にナデ。外而は指頭痕が残る。
■■■-■■■専一ＤＵＰ叩0ＣＤＵ○０，０●QQb●■■■自凸歯自■■由■■-口■_■■■--■■■■■甲口早ＵＷ－ＷＵ●ＯＵＵ●OQQ心QQQbbQQbaAA

外lnjは縦方向、内而は槻方|則にミガキ。職部内外而には
指頭波が残る。外面底部付近には板状~』具による抑圧痕
が残る。

胴部外向は縦方向にミガキ、底部付近は横方向の刷毛、

瀧盤を施す。内而は嘩滅:兵おり、訓整不馴。鰹部外面
には脂紋が残る。

■■■■■■■■-■--■■＝Ｕ甲守卯●ＷＯ｡、Ｑ■ａＯＱｂｂＱＱ●aAd色と凸■■■■■■■■■■甲■■■”句ＵＵＵ●q

外面は巌減のため洲脇不明、内面'よわずかにケズ:ｊ痕が
残る。
ﾛ■■■耳甲９■卯●､■qも■■＆６■~凸的■■函■■■■■■_■_＝U甲甲守ＵＯＵｑＵＯｑ⑪ＤＭ印■凸自凸■山猫凸凸■h自由由■■■＝■

外面は』各部に縦方向のミガキ、屈11h部に横方向の刷毛Ｆ１
調糖、端部付近に横方向にナデを施す．内面は縦方向に
ヅデ・底外面には反時計回りに、弦い描方Injのナデを施
す。

底而は円盤を充填して成形'＃･る･内面は全面に煤が付着
しており、部は燕炊きのためか器壁がえぐれ、訂ケ状

のものが入り込む噂

胴部外前は縦方向に刷毛目調鵜lJLI面は縦方向にケズリ・
ミガキを施す。底部は、外面に折碩痕、板またはへラに
よ〕る押し当て痕ｵ強み。内霞には折碩換が残る。底部端
部は横方向にナデが施される。

ミニチ‘ユア主器。底篠4.0〔Mn，器高6.2qIIo底部は上げ底。
【-1縁端部を折り曲げ、外側:こ折り込む。内外面ともに・
デ。脂頭痕が残る。
■■■凸■■■~~■■■■■_■■-国■Uq■■毎Ｆ甲Ｕ●卯⑪●ＵＯｅ■０Ｑ凸ＤＱＱ■凸凸自袖凸凸自酋■■凸■■■■■■■

小片のため、径は不砿実、内外血とも摩滅し、１１織部内

面はナデ．器表而に黙化層が錐出し、破断面は外面とｌｐｌ
じく論色を呈する部分も兄られあ皇焼成時または晩成後
に破損し、二次的に強熱したと考えられる。

小片のため径は不確実．外面は､胴部に縦方向にミガキ、
到緑部に指頭痕が残る｡内l甑は横方向の刷毛、調整の後、
削部に縦方向のﾐガｷを施す。

.I澗・1M１面には餓打.痕が認められる。砂岩製・全長1頭Em，

噸15仁､，埠さ5,2cmｃ亜並2.3kg･

表而には小さな凹凸が多数見られる。砂巻製。残存長7.6

cIw，幅７cm、厚き5.2ｍ･残存重斌341.19。

頚

外面ともに横ナデ舎罰部外面のみ胸毛LjiW整を施すご

部外面は縦方向トニミガキ、１A』而隠は指頑換が残る。

外而ともに談ｰテ。

部の例'け根内而には沈線を二条施す。内外面ともに柚

ナデ。

内面はだれによりiiW鑑不明。
叩ｑ●■■｡■■ｄの■凸○４■的h■自一■■由■■■■■■■■■■■■唖U■産専一専専■Ｕ甲Ｕ■『”■■Ｕ■ＦＵｑ

外面は荒れにより調'ME不明‘’'八1面はI部にクズリを施す。
､1,.部には指頭笈が残る。

内
臓
．
内

外而は縦方向にヘラミガキ"内面は縦方1個lにクズリの後、

:横ナデ。庇部F唾'央には指頭摸が残る．

内外而ともに横ナデｕ

頚部の付け根内面に沈線を1条施す。内外面ともに横ﾅｰ
二
Ｊ

[I縁部は内外I釘とともに強い談デ｡胴部は内外而とも

に縦方向に刷毛目澗整を施すご

外liiは刷毛、祇雛。内面はケズ:ﾉを施j‐

頚部の付け根外面には縦ナデ･その他は荒れにより調粧

不明。

より調雅

外l則は

ｉミガキ、内面はヘラケズリを施す固厳部外而はう
'耐。

外而は縦方向にミガキを施す。内面はヘラケズリを施す

外而

デを

頚部の付け狭外面には強い横ナデ曇以i、

内面は職ナデを施す。

はNII

外面はナデ、内前はケズリを脳す全鹿部外面は荒れによ
¥調按不明ｕ

外表面は剥離。内面は縦方向Iこ

端部外而は椛ナデ。指頭渡が残る 1内面はﾅデを施ずc､

1毛m調鴨！

ガキを施す。
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11雑部から頚部は内外面ともに横ナデを臆す。胴部はナ

デを施す。

端部中央に稜をもつ。内外面ともに横ナデを施す。

繍i燕購‘撫蕊織潟篭’

|;搬撫轍鮒蝿’
外1節は縦方向のヘラナデ｡内面は激減のため調蕊不明。｜

指頭陸るﾅデ坐ｵｴ建負て幽形鷺…‐｜
外而は、板状工具またはへラによる縦方向iこナデの後、

.-.ら半謡に桃方向にミガキ、下半部に縦方向にミガキを雄

す。上半部のミガキは、上方は間隔を密に折り返して施

きれ、、1,.方は散発的に施される。内面は、表而の剥落・
廉減が蒲しい・

外而上半部に縦方向;ニミガキ。.'侭半部に横方向にミガキ’

聯繍‘…置牢密:壁鴨
外IiiT上半部は横方向にミガキ、Ｆ半部は板状'二具または
へラによる押し当て摸や指頭痕が残る。自亜による讃れ
が認められあ。内而はナデ。指頭摸が残る。

|外面は検方向iニナデ･内面は横方向にナデを施す。外面
左半分に畿斑を有する。

透孔は確認きれなかった。外面は縦方向の刷毛目瀧整、

柵臓鴬溌駕|蝋繍：
外圃臓羅方卿鋤へﾗﾐヵ謡陶画……“に｜は指頭痕が残る。

|欠損しており、全休形は不明。ｌ５ｇ．

外面

外面
は指

胴部挑

の内ﾀ’
16913

.i_面I.:央には径約二cmの門形に鼓打痩が残る。また、側

而にも賊打洪が見られる｡唯Ｈｆ岩製｡全長l9cIn,幅11,2cm、
厚さ1104cm･亜赴3ぉk溌

姉iに破打痕が残る。螺諭器製。全長27.4CIE、幅]9.2cm，
煙き14.6cm・耐i{･1345k頁。

ｋ間

埋苔

外面

表ロ

内面はケズリを施す副

lま剥離。内面は横ナデ。
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|台付鉾 鉢部は内外而ともに荒れ;こ・供､り、調維不切。掴次焼成を
受ける。

鉢蚤たは

謝坪

鉢

内外面ともに巽面の荒れが鍔しい･

内面には桁顔換が残る。外表面は席減し、調整不明。熟

班が見られる。腰部外面はケズリを施す。

外1ｍにうっすらと淀方向に刷毛目詞蕊が施きれる。内面
は指頭換が残る。

内而には横方向に刷毛Ll澗蕊を施す。
脹滅により調整不明。

［I縁湘部は面取り調終を行う。：妙卜而ともに廓減し調盤
不明。

外而は戦ﾃｰヂを施す。内面は畷滅。

内外面ともに横ナデを施す。；I縁部と胴部生の境には、

内面に明瞭な稜を｢もち、‐_二方に沈線を１条施す。

内外面ともに検ブデを施す。

外剛は 明。内前は強い談ナデを施す。

内閣

砂器の嚇平鞍磯を使用。上部を欠批。

見られる尋残存長4.6画、幅“cm、厚：

１１５．４９｡

火半を欠損。、上面及び側面が使用面で
り減る．花揃岩。残存長4.6ｍ、幅5.2《

部を欠損。花嵩岩。

残存部重赴10215kg！

頚部の付け根外而に横ゾデ、胴部外而は縦方向にｰテを
施す。内而は横ナデを施す。

裂部の付ﾄﾅ根外面に横ナデ、胴部は刷毛目測藷および縦
方向にミガキを施す.。内而は検ナデ調雄および強方向に

ミガキを施す。

外面は縦ナデを施す。内面はﾗｰヂ。唾部には板状に具の

押し当て摸が残る。

外面催jiZれにより調蕊不明。内面は横方向侭ミガキを施
す。

外而はミガキ、方面はケズリカ強される画

二I繰部近くで外方に大きく屈曲する。｜人l外面ともに横ナ
デを施す｡
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胴部は内外而とも横方向にミガキ調雅。内面には指頭痕
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摩滅が著しく調整は不明。内而はしぼり摸が残る。推定
で７方向透しと考えられる。

3７

1４ 内外面ともにナデを施す。

外面は横方向のナデ、内面は摩滅のため調整不明。SK-739 3486
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外表而は荒れで調盤不明瓢内面はナデを鰭･＃。

突・iiiの吾.:み部i愚は爪の痕跡が残る。頭部外而は横ナデ、
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突柵iこは布を巻いた綿頭にぷる刻み、が施芭れ為含
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外面は我ナデ、内而はヅデを施す。

界簡は､縦方向に別宅｢i制蕊内而睡:ナデを施す。

１１縁部周辺は内外閲とも《馬強い談ナデ、頚部~Ｆ，ド部外面

には縦方Iijjにケズリを施す。内lmii二はしぼり摸が明騨に
残る。

内外函どもに撤す．苧を施す。．~~……

外面ｉ

外箇Ｉ

内外而ともに横ナデを施す。頚部内面には明瞭な俊をも
つ｡

!ﾉLl外而ともiこナデを加･ﾂ｡,，

内外面ともに横･ナデを施す。頚部内而には明瞭な核をも
つ。

内外間ともに桃ナデを施す。頚部内而Kこ鰹刷瞭な桂をも

11緑部外而には噸狭の刷毛目調整を施す。内閲には術馴
痕が残あ。阿部に憶板状一:典を附いた刷毛Ｈ訓盤。胴邸
は外而ヅデ、内面クズリを施す。

頭部の付iﾅ製に億横方lblに強いナデ。以下は縦方向にナ.

デを施すｃ内面億ヅｰテを施す。

内外而ともに横ﾅ･デを雄･す‘，

頚部付け製外面に強い横･ﾉ･デ、以『.;よナデ。内而【よケズ

:jおよび刷睡1調聴を雄ﾂｰ．

内外面ともにﾅデを施す。

1ﾉw1外面ｋも雁･ﾉ･デを施・j-。
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尚慧は荒れI§.より、訓整不明唇

内蝿i細りごチデを脳ず｡……．‐

商坪
１１緑端部外而、端部直~了は識ナデを施す。その他はﾉｰﾃ

を施すｅ

滞坪

撒坪

商刈
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内面’

外圃’

は綻方1,1にミガキを施す尋内lniにはしばり痕が残為。

ばケズ:jを施す．鵬

はナ宗。内面は荒れにより、調挫不明。
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外面ば､縦方向に刷毛L|槻整｡内面は､刷毛1.1澗控を施すｃ

胴部外面は縦方向・斜め方向にヘラミガキ。内而はケズ

リが鰭きれる。底部及び胴部』f部の・部に黒斑あり。

外面は際滅のため調整不明。内而F半部には指顛痕が残
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旗元1.径20,0c胸。内外而とも横方lnIにナデを施す鋤

内外面ともに縦方向にﾅｰヂを施す“
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F､ラ状一』
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具を

IIlc勝減のため認終は不明識噸

隠ミガキの後、１１縁部と胴部の境に横方Ｉｉｌ」
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端部は強く尖り気味におきめる。内外面ともに横ナデを
施す。

端部は尖り気味におきめあ。外而はナデ、内而は荒れ侭

より、訓整不明。

外而は謡方向の刷毛目調惑”内面は横方向の刷毛目溺整
を施す。指頭痕が残る。

直畿的に広がるil緑部片。端部は欠損する。外而には刻

みTlの施ぎれた突帯文を施す。

頚部との魂には強い横ナデを施す。外而はヅデ、頚部内
面は横ナデ、胴部は斜め方向に刷毛間綱雌を施す．

外面は横ナ‘デ。内面は機方向に刷毛E|測整を施す。

口総端部は荷取り調雛。外而抵ﾗｰﾃ'、内而は横ｰテを施

す。

口縁蝋部は内湾気味。内外而ともに横ナデを施す。

端部近くでわずかに上方へ屈曲きせる。端部は面取り調
整。内外而ともに横ﾂｰヂを施一;･

大半を欠損する｡分銅形土製品の一部ﾙ､｡2.69.
端部は而取り綴整。外而は検ナデ、内面はナデを施す。

外面はナデ調内面は:I縁部近くに･デを施す。服部には

指頭痕が残る。

端部
施す

内外面ともにケズリが施きれる。

内外面ともにナデを施す。

il緑蝋部内而には凹線状の段をもつ。内外面ともに回転

揃ナデを施す鋼

『I縁端部は尖り気味におさめる。全体的に競れにより調
鞍不明。

外面は全体にすｰテ。頚部付け根のみ横ナデ。141而上部は

指頭摸が残る｡､ド部には紫方向にケズツ調整が施きれる。

外面は刷毛:1調整。内面は戚減気味。板状T:具の押腰痕
が残る。

内外面担もに横ナデを施す。

Ｉ.i縁部は外方ﾄﾆ開き、端郁は面取I』

ともに荒れ賑より、別整不明。

内外而ともに荒れにより、調雛不Ⅲ

罰部付け根に、指面による刻みが施きれた突;Hfが施苔れ
あ。

外面は刷毛11調桜､内面はナデが施される．指頭症が残る。

蕊 内外面ともに横ナデを施す。外 付藩。

壷
．
亮
雛騨蕊雑撫繊響が残る｡内耐１頚部聴横‘ナデ。以下には指頭痕が残る。

内外面ともにナデを紬す。
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帥

撤り鉢

播り鉢

人形

外而は平行タタキ調雛、内面はｰテを施す

外面は語.Ｐタタキ調整。内面には|瑚心:』j文

る。

甥部外面は折り曲げられ、玉縁状を呈する。内外面とも
に凶娠横ナデ。

内外面ともに荒れにより訓整不明。

麦而は鎧れにより、調終不明。

内外面ともに荒れiこより、調整不明Ｇ

内外而ともに同聴欲ー デ｡内而ド半部に擢りI:が施され
』る。

外而.Iz部催横･デ、F部はケズリを施す。

頭部から頚部を大きく欠損。表面には灘<軸薬が残存。

胴部は中実。残存長3,9cm･

天井雛に直径約２cmのつまみをもつ。内外面ともにﾅｰテ

を施す｡

内外而ともに回転讃･デ。茶褐色の軸が施される。
斑部小片。底部には同職糸切,〕離し摸が残る。

ともに同聴欲ー デ｡内而ド半部に擢りI:が施され

を施す．。蕊壁型建諏噛ﾂ叩苧躍｜
内外鰯ともに’ヂを施す｡ﾀ価に瞳､畷あるい…｜付新痕が残る。

Iは直立気味にたちあがる。外面吋
・・内而上半に敦i,､談う･デ。ド半訓
頚部

なす。

表ロ は剥睡。全休に際減しており洲整不明 3043

外面

減。；
が残

は調郎付近に横ナデ、胴部はナデを施す。内面は齢

胴.上部には指頭痕や刷毛I|測整、；|｣央にはケズリ鎖

j斑

はｰヂ、内面'よ識ナデを施す。
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内外而ともにナデを施す。

外面は縦方向にヘラミガキ、内面はナデを施す。
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而は小さなI1IhI11が見られるが、表面は荒れ、調終不明。

壷
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3382 3８

壷
》
壷
》
壷
．
壷
》
瀞

壷
醒
壷
》
壷

た
四
歩

潅
単
軍
蕊
》
壷
蕊

蔵
》
壷
・
識
》

斑

壷

祇

派

壷

壷

圭
嘘
》
蕊

圭
唖
恥
皿

蕊
‐
蕊
祁
蕊
皿
蕊

蕊
》
灘
．
．
灘

蕊

蕊

艶
．
蝿
・
麺

謡
・
艶

：I緑は面取り制整密外面は荒れにより網牲不明禽１１緑郁
内1節は描頭痕が残る,,胴部内而には縦方向に刷毛ii調整
が施苔れる。

3306

内外l前ともに横ナデが施きれる;；

11緑端部を.且:下に拡張し、爺面に凹線文を３条施す。

【]緑端部外而には、凹線文が２条巡る。内外閲ともに検

す-デを施す。頚部外而には刺突文が巡る。

Ｉ]縁端部Id:1111綴状にくぼむ。外面は横ナデを施す。内画

は端部直下に板状Ｌ具によるﾂｰヂ、以.lぐには刷毛肘調終

が臆きれる。

；I緑端部はくぼむ。外I前はナデ、内面は横ナデが施きれ

るｃ

;]緑端部は.に１Fに拡擾する｡内外面ともに横ナデを施す｡，

訓緑部は直立H"､外而に凹錦文を6条施す｡吉値系。｜
内而は検方向にﾐｶｷが施され』ろ。一１
:'緑部端而にはⅢ綴文が1条巡る｡外而は横ﾅデ篭施す｡’

F1緑端部はドガに肥厚する｡全体に席減し表面は荒』Lろ。

11緑端部は欠損。内外面患も砿荒れが藩しい鴎

外面はナデを瞳す凹内而曜減｡……“
外面には沈線が１条巡り、直下に板状

刺突文が巡る”内面には指頭鯉が残あ

ﾀ師横ｊ･デおよびナデを施す。内簡は
あ。外而は．、次的に火を受ける。

‘.:具の角を用いた
､

ナデ。指頭痕が我

外而の・部には鵬の狭いのへラ状.皇具を用いたクズリ。

内外面には指砿摸が残為。

外面は縦方|叩ニミガキ。内面はヘラケズ.Ｊを臆す｡

わずかに上げ底。外面はヅデ、内面はクズリを施す。

唾部は丁寧にナ
キ。内面は板状

端間には深くＬ，

横ナデ。内面は

L1隷端都は凹線

内外而ともに枇

対外而ともに揃

内外面ともに柚

外而は、頚部α

頚部とⅢ部との

雛が脳きれる。

内面は板状:I:具

内外面とも'二表

外面は横うデを

内外面ともに談

側縁端部はlni班

ま縦方|耶手IiIil毛ii澗諮を施す。

まナデ、山而は刷毛iI調桜を施す。指頭痕が残為。

,辻ー テ。座部外面は刷毛F1潤雛を施す。

批丁単にナデが施苔れあご外而は縦方向:こヘラミガ
勾而は板状工具の押し当て痕力戦る･

には深くＬ"つか'〕とした凹線文が３条巡る。外面は

デ。内面は板状.に具を用いたナデが施される．

締l緬識氷Ｉ茶遮る5内耐ば桜う.デが蝿ざ叔忘
す･デ。

ナデ。

ﾅーテ。

部の付け根には強い機ヅデを施す。内而は、

との境に明賊な稜が巡!〕、ルリ部には刷毛、澗

具摸が明瞭に残る。

表i伽ま摩滅｡…………‐…
を施す。

談ナデを施す。

取り澗盤。内外面ともに荒れが軒しい。

外面’

にI縁

|外面’

-す。

外向はナデお里ぴ縦方向に刷毛ロ訓整を施す。

外面は荒れ、内面は．ナデを施す。

外1節は横ナデ。内Iniは庶減により澗整不明．

iAj外面とも碇禰ｿ苧を施ず。……剤…‐…
朔部の付け根は強い談ナデを施す。内面は刷毛Ｈ訓整を
施す鯵

表面は荒

内外面と
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外聞は縦方向に刷毛Ｅ調整。内面は指頭及び板状工具に
よるナデが施きれる。

内外面ともにナデを雄す。

外而は綴方向にヘラミガキを施す。内而は蝋れにより澗
整不明。

Ll緑端部は凹練状のくぼみをもち､外而には５条の凹線
文が巡る。内面はナデを施す。

|醇珊部は面取硫謹砿郷而に細線支流識
外血にぱ凹隷群Z・難読謙一………
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１

1:愛媛大学城北キャンパス(中央の運動場が調査地点、1998年１２月、南西から）

:霧…壷一壱，

2:Ａ区調査区東壁土層

3:Ａ区調杏灰北壁中央～東部土層



図版２

1:Ａ区全景（調査前、南東から）

2:Ａ区表土剥ぎ作業（南東から）



1:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層完掘状況（東から）

2:Ａ区Ⅱ－２－②（上層水田）層完掘状況（北東から）



図版４

1:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層完掘状況（西から）

2:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層完掘状況（北西から）



図 ５

1:Ａ区東半部Ⅱ-2-②（上層水田）層完掘状況（北西から）１

2:Ａ区東半部Ⅱ-2-②（上層水田）層完掘状況（北西から）２



図版６

1:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層SD-10周辺（西から） 2:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層ＳＤ－１２周辺（東から）

3:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層SD-18周辺（西から） 4:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層SD-25（北から）



1:Ａ区北東部Ⅱ-2-②

（上層水田）層完掘状況

（北西から）

2:Ａ区北東部Ⅱ-2-②

（上層水田）層完掘状況

（西から）

図|版７

3:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層ＳＤ－８～１０東半部周辺（北西から）４:Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層SD-10(DV-45-5区）獣歯出土状況



図版８

1:Ａ区Ⅱ-2-④層(中層水田)完掘状況(北東から）

2:Ａ区Ⅱ-2-④層(中層水田)完掘状況(東から）



図版９

1:Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層完掘状況（南西から）

2:Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層完掘状況（北西から）



図版１０

1:Ａ区北半部Ⅱ-2-④（中層水田）層完掘状況（南西から）

2:Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層SX-121（北西から）



図版１１

1:Ａ区DV～DX-41～43区Ⅱ-2-②層下層検出の耕作痕跡(東から）

2:Ａ区DV～DX-41～43区Ⅱ-2-②層下層検出の耕作痕跡(西から）



図版１２

1:Ａ区SD-208.209(東から）



図版１３

1:Ａ区SD-208灰ブツロク出土状況(DW-44区､東から）

2:Ａ区SK-201土層断面(東から）



図版１４

1:Ａ区Ⅱ-2-⑥（下層水田）層完掘状況（東から）１



1:Ａ区Ⅱ-2-⑥（下層水田）層完掘状況（東から）２

2:Ａ区Ⅱ-2-⑥（下層水田）層完掘状況（北東から



図版１６

1:Ａ区Ⅱ-2-⑥（下層水田）層ＳＤ-301.302(東から）

2:Ａ区Ⅱ-2-⑥（下層水田）層SD-301土層断面（DT-42区、東から）
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図版１７

1:Ａ区SR-400およびⅣ層上両lLH十遺構(東から）


